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野菜アマランサス（Amaranthus spp.）は、高タンパク質でミネラル、アスコルビン

酸に富み、抗酸化能を有する薬用効果を持つ野菜としてアジアやアフリカ地域で広く

利用されている。耐暑性、耐乾性、耐病性や耐虫性を有し、多様な環境で生育する植

物である。一方、沖縄では、強い日射、高温と台風が夏季の野菜生産を限定的なもの

としてきた。そこで、沖縄の環境下に適した野菜アマランサスの系統、栽培時期、土

壌および肥料の組合せを検討した。 

まず、適性系統の選抜のためバングラデシュB（BB）、同C（BC）、同Red（BR）、

インドベンガル（IB）、ベトナム（V）、タイワン（TW）およびバイアムトリカラー（

BT）の7系統を用い、生育特性、収量および品質を検討した。その結果、BB（茎利用

）とBC（葉利用）は他系統よりも生育が早く、収量が多く、ミネラル、粗タンパク

質やアスコルビン酸含量が高いことが明らかになった。 

次に、BB と BC の春作（4 月～6 月）と夏作（8 月～9 月）において、両系統とも

収穫までに要する日数は、春作で 44 日、夏作で 26 日で、収量およびアスコルビン酸

含量は、夏作で高くなった。 

さらに、沖縄における３土壌（ジャーガル、pH8.4；島尻マージ、pH6.6；国頭マー

ジ、pH5.4）において、IB、TW、BB と BC の生育パラメ－タ、収量、品質を比較し

たところ、ジャ－ガルでは、他の土壌より生育速度が早く、収量およびミネラル含量

が高くなることがわかった。また、３土壌において BB に対する窒素単肥および混合

肥料の効果を調べたところ、いずれの土壌においても混合肥料の施用により収量の増

加を認め、特に島尻マージ、国頭マージでは欠かせない要素であった。 

窒素、リン酸およびカリの各種組み合わせによる栽培試験を３土壌において行い、

生育特性等について調べたところ、いずれの土壌においても、窒素およびリン酸を施

用しないと著しい生育不良を起こすことがわかった。収量、ミネラル含量およびアス

コルビン酸含量を増加させるには、混合肥料（N:P:K＝33.3：33.3：33.3）をジャーガ

ルにおいて 50-60g/m
²、島尻マ－ジと国頭マ－ジにおいては 30-40g/m

²の施用が有効で

あった。 

以上の結果、沖縄の環境に適した野菜アマランサスとして、バングラデシュから収

集した BB および BC を選抜し、さらに、沖縄の３土壌において、主に施肥量の観点

から生育特性、収量、栽培時期、ミネラル含量、アスコルビン酸含量などを検討し栽

培条件を明らかにした。 


